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Zu
は
、
型
基
線
か
ら
考
慮
さ
れ
る
区
画
室
の
最
も
高
い
点
ま
で
の
垂
直
距
離
と
し
、メ
ー
ト
ル
で
表
す
。

Zu
が
Ds
よ
り
も
大
き
い
と
き
は
、
Zu
は
Ds
と
す
る
。

ｙ
は
、
考
慮
さ
れ
る
区
画
室
と
側
面
外
板
と
の
間
の
中
央
線
と
直
角
に
計
測
し
た
最
小
の
水
平
距
離
と

し
、
メ
ー
ト
ル
で
表
す
。（
注
１
）

ビ
ル
ジ
部
に
つ
い
て
は
、
ｙ
は
、
ｈ
が
、
Ｂ
ii

10
メ
ー
ト
ル
、
三
メ
ー
ト
ル
又
は
タ
ン
ク
の
上
部
ま
で
の

高
さ
の
い
ず
れ
か
よ
り
低
い
と
き
は
、
基
線
の
上
方
の
距
離
ｈ
の
下
方
に
つ
い
て
は
、
考
慮
す
る
必
要
は
な

い
。

（
注
１
）

対
称
の
タ
ン
ク
の
配
置
に
つ
い
て
は
、
損
傷
は
、
船
舶
の
片
側
の
み
に
つ
い
て
考
慮
す
る
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
、
す
べ
て
の
ｙ
の
単
位
は
、
当
該
片
側
か
ら
測
定
す
る
。
対
称
で
な
い
配
置
に
つ
い
て
は
、
決
議
Ｍ

Ｅ
Ｐ
Ｃ
一
二
二
（
五
二
）
に
よ
つ
て
国
際
海
事
機
関
が
採
択
し
た
事
故
に
よ
る
仮
想
流
出
量
に
関
連
す
る
注

釈
を
参
照
す
る
も
の
と
す
る
。

PSy
は
、
次
の
と
お
り
計
算
す
る
。

ｙ
ii

BS
が
〇
・
〇
五
以
下
の
場
合
に
は
、

P
S
y＝
（
2
4•
9
6－

1
9
9•
6
y
/
B
S）（

y
/
B
S）

ｙ
ii

BS
が
〇
・
〇
五
を
超
え
る
が
〇
・
一
未
満
の
場
合
に
は
、

P
S
y＝

0•
7
4
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{５
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4
4•
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y
/
B
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0•
0
5）
}
{（

y
/
B
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0
5
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ｙ
ii

BS
が
〇
・
一
以
上
の
場
合
に
は
、

P
S
y＝

0•
8
8
8＋

0•
5
6（

y
/
B
S－

0•
1）

PSy
は
、
一
を
超
え
て
は
な
ら
な
い
。

.7

船
底
損
傷
か
ら
区
画
室
が
破
ら
れ
る
可
能
性
PB
は
、
次
の
と
お
り
計
算
す
る
。

.1

P
B
＝

P
B
L
．

P
B
T
．

P
B
V

こ
の
場
合
に
お
い
て
、

P
B
L
＝
１
－

P
B
f－

P
B
a

は
、
損
傷
が
Xa
及
び
Xf
に
よ
つ
て
閉
囲
さ
れ
る
縦
通
区
域
に
達
す
る
可
能
性

を
い
う
。

P
B
T
＝
１
－

P
B
p－

P
B
s

は
、
損
傷
が
Yp
及
び
Ys
に
よ
つ
て
閉
囲
さ
れ
る
横
置
区
域
に
達
す
る
可
能

性
を
い
う
。

P
B
V
＝
１
－

P
B
z

は
、
損
傷
が
ｚ
に
よ
つ
て
定
義
さ
れ
る
境
界
の
上
方
に
垂
直
方
向
に
達
す
る
可
能

性
を
い
う
。

.2

PBa
、
PBf
、
PBp
、
PBs
及
び
PBz
は
、

11.7.3
に
定
め
る
船
底
損
傷
の
可
能
性
の
表
か
ら
一
次
補
間
法
に
よ
つ
て
決
定

す
る
。こ

の
場
合
に
お
い
て
、

PBa
は
、
損
傷
が
Xa
ii

Ｌ
の
位
置
か
ら
船
尾
で
生
ず
る
可
能
性
を
い
う
。

PBf
は
、
損
傷
が
Xf
ii

Ｌ
の
位
置
か
ら
船
首
で
生
ず
る
可
能
性
を
い
う
。

PBp
は
、
損
傷
が
タ
ン
ク
の
左
舷げ
ん

側
に
生
ず
る
可
能
性
を
い
う
。

PBs
は
、
損
傷
が
タ
ン
ク
の
右
舷げ

ん

側
に
生
ず
る
可
能
性
を
い
う
。

PBz
は
、
損
傷
が
タ
ン
ク
の
下
方
で
生
ず
る
可
能
性
を
い
う
。

区
画
室
の
境
界
Xa
、
Xf
、
yp
、
ys
及
び
ｚ
は
、
次
の
と
お
り
定
め
る
。

Xa
及
び
Xf
は
、

11.6.2
に
定
義
す
る
も
の
と
す
る
。

yp
は
、
水
線
dB
又
は
そ
の
下
方
に
位
置
す
る
区
画
室
に
お
け
る
最
も
左
舷げ
ん

側
の
点
か
ら
船
舶
の
中
央
線

の
左
舷げ

ん

側
の
BB
ii

２
メ
ー
ト
ル
に
位
置
す
る
直
面
ま
で
の
横
方
向
の
距
離
を
い
う
。

ys
は
、
水
線
dB
又
は
そ
の
下
方
に
位
置
す
る
区
画
室
に
お
け
る
最
も
右
舷げ
ん

側
の
点
か
ら
船
舶
の
中
央
線

の
右
舷げ

ん

側
の
BB
ii

２
メ
ー
ト
ル
に
位
置
す
る
直
面
ま
で
の
横
方
向
の
距
離
を
い
う
。

ｚ
は
、
任
意
の
縦
方
向
の
位
置
に
お
い
て
ｚ
が
縦
方
向
の
位
置
に
お
け
る
船
底
外
板
の
最
も
低
い
地
点

か
ら
区
画
室
の
最
も
低
い
地
点
ま
で
の
垂
直
距
離
で
あ
る
と
き
は
、
区
画
室
の
長
さ
を
超
え
る
ｚ
の
最
小

値
を
い
う
。
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